資料9　一時預かり契約書の例

   一時預かり契約書
	保護動物収容受付番号
	

	動物種
	□犬 　□猫 　□他（ 　　　）
	品種
	

	呼び名
	
	毛色
	

	性別
	雄・雌（不妊手術　未・済）
	特徴
	

	年齢
	
	特記事項
	

	首輪
	有・無　色:
	ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ
	有・無　番号:

	鑑札
	有・無　番号:
	注射済票
	有・無　番号:


１　　　　　　動物救護本部（以下「甲」という。）と＿＿＿＿＿＿＿（以下「乙」という。）とは、次のとおり動物の一時預かり契約を締結する。
第１条　乙は　　災害により被災し、一時的に飼養が困難となった自らが所有する動物の一時預かりを甲に委託するものとし、甲はこれを受諾するものとする。
第２条　契約期間は、契約締結日から平成　　年　　月　　日までとする。
第３条　乙は、甲に保護を委託している間に、自らが飼養できる状態にするか、知人等に保護依頼を行うように努めるものとする。
２　乙は、契約期間中に自ら飼養できる状態になったとき又は知人等に保護依頼を行えるようになったときは、速やかにその旨を甲に連絡し、当該動物を引き取るものとする。
３　乙は、契約期間中に当該動物の所有権を放棄することとなったとき、又は放棄することが予測されることとなったときは、速やかにその旨を甲に連絡し、甲にたいして所有権放棄書を提出するものとする。
第４条　契約期間が満了後、乙は１週間以内に動物を引き取らなければならないものとする。ただし、乙がやむを得ない理由により１週間以内に引き取りができない旨の申し出があったときは、甲、乙協議の上、その期間を延長することができるものとする。
第５条　契約期間が満了後、乙が前条の手続をとることなく　　　日が経過したときは、乙が動物の所有権を放棄したものとみなし、甲は、当該動物を新たな所有者等に譲渡できるものとする。この場合、乙は、甲が行った行為に対して異議を申し出ないものとする。
第６条　保護に関する経費は、甲の負担とするが、保護動物が犬の場合は、狂犬病予防法に基づく登録申請料及び狂犬病予防注射に関する手数料は、乙の負担とする。
第７条　甲は、自ら動物の保護を行うものとするが、保護施設の状況等により、自ら保護が困難な場合は、善意で保護を申し出た者（以下「一時預かりボランティア」という。）に動物の保護依頼を行うことができるものとする。
第８条　甲及び一時預かりボランティアは、契約期間中、保護委託を受けた動物に関しては適正な保護を行うものとするが、やむを得ない事情により、当該動物が死亡、逃亡又は負傷したとしてもその責は負わないものとし、乙は、損害賠償等を求めないものとする。
第９条　契約締結後の動物の保護施設への搬入及び契約満了後の動物の引き取りについては、甲、乙の協議により決定するものとする。
２　一時預かりボランティアへの動物の搬入、契約満了後の動物の引き取り等に係わる細目については、甲、乙の協議により決定するものとする。
第10条　甲は個体識別のために乙の同意を得た上で、マイクロチップの注入をするものとする。
この契約の成立を証するため、本書2 通を作成し、甲、乙記名捺印のうえ、各自1 通を所持する。
　　　　年　　月　　日
甲　　　　　　　動物救護本部　　本部長　　　　   　　　印

乙　住所　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

氏名　　　　　　　　   　　　印

電話　　　　　　　　 　  　
避難場所　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　
